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例

1 本書は、県営低コス ト化水田農業大区画ほ場整備事業 (清水堂地区)に伴う富山市水橋清水堂南

遺跡の発掘調査概要である。

2 調査は、富山県農地林務部富山農地林務事務所の依頼を受けて富山市教育委員会が実施 した。な

お、調査費用は「農業基盤整備事業などにかかる農林省と文化庁の覚書き」第 5項に基づき、農家

負担割合分についてのみ、富山市が国庫補助金・県費補助金の交付を受けて負担 した。

3 調査期間、調査面積は次のとおりである。

清水堂南遺跡  平成11年 5月 24日 ～平成11年 10月 8日  2,530だ

4 調査事務局は、富山市教育委員会埋蔵文化財センター (所長 藤田富士夫)に置き、文化庁文化

財保護部記念物課、富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センターの指導助言を受けた。

5 調査は、富山市教育委員会埋蔵文化財センター学芸員鹿島昌也、同嘱託安達志津が担当した。本

書の編集・執筆は、鹿島、安達が行い、各々の責は文末に記 した。

6 調査の実施から報告書作成までの間に、次の各氏から有益な助言と指導を頂いた。記 して謝意を

表 したい。

舷前慶祐、岸本雅敏、久 忠々義、高梨清志、高橋真実、西井龍儀、橋本澄夫、橋本正春、廣瀬直樹、麻柄一志、宮田進一

7 本書の挿図 。写真図版の表示は次のとおりである。

(1)方位は真北、水平基準は海抜高である。

(2)座標は国家座標を使用 し、南北をX軸、東西をY軸 とした。

調査区は、 X軸 78751～ 78802、 Y軸 18484～ 18571に 囲まれた位置に該当する。図中では百の位

以下で表記 したもの。

(3)遺構の表記は次の記号を

用いた。

SD:溝、 SK:土坑

P:ピ ット、 SE:井戸

SBI掘立柱建物、

SI:方形竪穴状遺構、

SX:不明遺構
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図 清水堂南遺跡と周辺の遺跡 (1:50′ 000)



位置 と環境

清水堂南遺跡は、富山市東北部の水橋清水堂地内に所在する。東は上市町、南は舟橋村に接 し、平

均標高は約 9mを測る。西3.5kmに流れる常願寺川が形成する扇状地扇端部の湧水地帯に位置する。

大辻山に端を発する白岩川は、明治38年に改修されるまでは曲折 しながら流れ、小規模な河岸段丘や

自然堤防等の微地形を形成 し、清水堂地区の傍を流れていた。川の背後に広がる沖積平野部では、豊

富な水資源を利用 した水田耕作が行われ、河川を利用 した水運も発達 していた。

白岩川の両岸をはじめ、東に流れる上市川の河岸段丘との間に形成された微高地上の平野部に、縄

文早期から近世に至る多 くの遺跡が所在する。清水堂地区に集落が営まれ始めたのは、縄文時代後～

晩期で、多 くの縄文土器や石製品と共に柱穴を検出している。

弥生時代には、中期に舟橋村浦田遺跡が見え、後期から古墳時代初期にかけては、上市町江上A遺

跡、富山市金尾遺跡などの集落が営まれている。

古墳時代には、白岩川本 。支流域には白岩川流域古墳群と言われるような県東部の平野部では珍 し

い古墳群が形成される。上流部の丘陵尾根上には柿沢古墳群があり、中・下流域の平野部に至ると稚

児塚 (葺石・周庭帯を有する円墳)。 竹内天神堂 (前方後方墳)・ 塚越 (円墳)・ 清水堂 (円墳)。

宮塚 (方墳)。 若王子塚 (円墳)が見られる。

奈良時代には、常願寺川河口右岸に古代の官衛跡と推定される水橋荒町遺跡が出現する。また、近

隣の立山町ニ ッ塚から舟橋村仏生寺 。泉周辺は東大寺領大藪荘があった可能性が指摘されている。そ

の南には、当該期に営まれた辻遺跡が存在 し関連が注目されている。

立山町を中心とした山地縁辺部では、古代後半から須恵器生産が行われ (上末窯)、 中世末から近

世にかけては越中瀬戸焼の生産が隆盛する。清水堂地区においても清水堂 C遺跡等から越中瀬戸焼が

出土 し、その消費地としての役割を担っていた。

中世後半から近世初期にかけては、小出城や仏生寺城などの城館が築かれ、池田館・的場 。馬場 。

専光寺などの地名も残っている。                           (鹿 島)

第 2図 陸地測量部測図 (明治43年 )
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Ⅱ 調査に至る経緯

平成4年度に、富山市水橋清水堂周辺の約36%の 水田を対象として、県営低コス ト化水田農業大区

画ほ場整備事業 (清水堂地区)の計画が立案された。事業地内には既に周知の遺跡として 5遺跡 (清

水堂A遺跡・清水堂 B遺跡・清水堂 D遺跡・清水堂古墳)の所在を確認 していた。一部に未調査地が

残っていたため、平成 5年 1月 に富山市教育委員会が詳細な分布調査を実施 した。その結果 6遺跡

(清水堂 E遺跡・清水堂 F遺跡・清水堂小深田遺跡 。清水堂宗平邸遺跡・田伏南遺跡・水橋金広遺跡)

を新たに発見 し、合わせて11遺跡の所在が明らかとなった。

分布調査の結果を踏まえて、富山県教育委員会文化財課 。富山県埋蔵文化財センター 。富山県耕地

課 。富山県富山農地林務事務所など関係機関との間で協議を重ね、事業が開始される平成 6年度から

富山市教育委員会が主体となり事前の遺跡範囲確認試掘調査・発掘調査を進めてきた。当初計画の中で

予定 していた農道部及び用排水路設置工事箇所にかかる発掘調査については、平成10年度までで終了

している。

平成 9年度に実施 した清水堂 E遺跡の試掘調査の結果、南西に隣接する清水堂 D遺跡と同時期の遺

構造物を検出した。また、両遺跡間を南北に走る主要地方道立山水橋線道路下に農村下水道を通す工

事立会調査においても同様の状況を確認 した。よってこれらの 2遺跡を 1遺跡に統一 し、名称を清水

堂南遺跡と変更 した。

平成11年度は、諏訪神社西側に面する水田部について、 1段高い水田を削平 し、周辺水田面高にあ

わせる掘削工事の

計画が新たに立て

られた。掘削予定

地には先の試掘調

査で 2,530ポ に遺

跡の所在を確認 し

ていた。このため、

関係機関で協議を

行い、盛土工法等

による遺跡の保存

を検討 した。 しか

し設計高との調整

が着かず、 2,530

ぜについて発掘調

査を実施 し、遺跡

の記録保存を実施

することとなった。

(鹿島)

第 3図 県営ほ場整備事業地内遺跡所在範囲
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Ⅲ 調査の概要

1 調査の方法

平成 7年度の試掘調査 (旧称清水堂 D遺跡・富山市教育委員会1996)を 受けて、平成11年 5月 24日

から同年10月 8日 まで実施 した。まず、重機による表土排土を行った。

調査区ほぼ全域に渡って表土直下に地山面が現れ、引き続き人力による遺構検出作業を行った。検出

した各遺構の位置を概略図に記録 し、遺構掘削、土層断面実測、出土遺物実測、写真撮影などの記録

作業を行い、出土遺物は番号を付けて取り上げた。遺構の図化については遺構完掘時に写真測量を行っ

た。遺構細部や切 り合い関係のある遺構、出土遺物実測については、測量機器 (ト ータルステーショ

ン)に よる測量作業を行った。

2 基本層序

暗灰色上の耕作土の直下に、遺構検出面が存在す

る。場所によっては橙色土が薄く入る。弥生、中世、

近世各時代の遺構が全て同じ面で検出される。調査

区の西北側では地山第一層は白灰色土 (や や砂質)

である。地山の第二層は白色粘土または黄色粘土で

ある。第二層は白色粘土で、第二層と第二層の黄色

から白色を呈する粘土がかなり厚 く堆積する。第四

層黒灰色粘土、第五層黒色土はともに有機質の腐食

した層である。第六層淡褐色砂質上、第七層淡褐色

土 (や や粘質)、 第八層暗褐色土 (や や砂質)、 第九

層淡黄色砂質土である。中世の井戸は比較的浅いが、

近世の井戸は第九層まで掘り込むものが多い。第九

層まで掘り込むと現在でも水が沸 く。 (安達)

(鹿島)

3 遺 構                          昴 つ 凶  碁 小 眉 肝 俣 JIH凶

(1)弥生時代

遺構の種類として、溝、方形周溝墓、円形周溝状遺構 (円形周溝墓か ?)、 円形土坑、土坑、柱穴

状の小 ピット、掘立柱建物がある。

溝

S D16(第 4図) 調査区北西隅に位置する。調査区北壁から調査区西壁に向かって直線的に調査区

を横切り、さらに西に続いている。幅1.Om～ 1.2m、 深さ0.24～0,39mを測る。覆土は、灰褐色砂質

土を基調とし、下部は粘質となる。弥生土器が出土 している。溝の南0,7mに は後出する円形周溝状

遺構の溝の北頂部が隣接 している。

S D28(第 4図) 調査区中央北よりに位置する。逆コ字形を呈 し、両端がそれぞれ北、南に折れて

終わる。幅0.5～0.6m、 深さ0.2～ 0.3mを測る。溝の断面形はU字形を主体とするが、北側では一部

V字形を呈 している。覆土は灰色土を基調とし、下部は暗灰色の粘質土となる。覆土中からは弥生土

器のみ検出している。周辺部に当該時期の遺構がなくほぼ単独で位置 しているため、その性格は不明

である。

S D36(第 4図) 調査区南東隅付近に位置する。南東から北西へ向かい南西へ90度折れ終わってい

る。深さ0.1～ 0。 15と 浅い。灰褐色の覆土中に弥生土器の破片を検出した。ほぼ同時期と考えられる

発掘

V  V  V V  V V
耕作土 (暗灰色■ )

地山土⑦淡褐色■ (やや粘質)

地山土⑥晴灰かつ色土 (やや砂質)

地山土◎淡黄色砂質■

第 5図 基本層序模式図
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円形の土坑 S Klllを 切っている。

S D38(第 4図) S D86が屈折する位置から西へ3.7mの所から発 し、南西方向へ延びる。

幅1.25mを 測り、深さ0。 1～ 0,15mと 浅い。覆土は灰褐色を基調とし、部分的に黄褐色上が入 り込む。

S D39(第 4図) 調査区北東部に位置し、北から南へ南北に延びる。幅1.6～ 1.7m、 長さ16.5mを

測り、深さ0,lm以下で非常に浅い。北端は平面形態が隅丸方形を呈する。南端は、一部近世溝 (S

D01)に切 られており、不明である。遺構上部は、後世の耕作などにより削平を受けているものと思

われる。黄褐色土を基調とする覆土中からは、弥生土器やガラス小玉 1点が出土 している。

方形周溝墓 (第 年図、写真図版 3 1 SD19、 S D20、 S D23、 S D31)

調査区の西部に 1基確認 した。一辺約 8m(周溝中央部で計測)、 周溝外側で東西8,7m、 南北

8.9mを 測る。平面形態は、四隅を掘り残す形態を呈する。周溝内側に埋葬施設等は確認できなかっ

た。

S D19(第 7図、写真図版 3)方 形周溝基の東側を区画する溝で、長さ4.95m、 幅0,75～ 0。 9m、

深さ約0。 2mを測る。溝の南端から北へ約2.lmの位置に、赤彩痕の見られる壺形土器の胴部から肩部

にかけての部位が逆さまになった状態で遺存 していた。溝の底部から約0.lm上部で出土 している。

壺の胴部から下は、溝自体が耕作による削平を受けているため、残存 していない。

S D20(第 7図、写真図版 4)方 形周溝墓の西側を区画する溝で、残存長約3.5m、 幅0.5～ 0,7m、

深さ約0,15mを測る。溝の南端から、北へ約1.7mの位置に壺形土器が横転 した状態で出土 した。

S D23 方形周溝墓の南側を区画する溝で、長さ3.9m、 幅0.8m、 深さ約0.15mを 測る。中世溝

(S D19)、 土坑に一部切 られる。覆土は暗褐色土を基調とし、黄褐色の砂質上が混ざる。覆土中から

弥生土器の破片が出土 している。

S D31 方形周溝墓の北側を区画する溝で、長さ4.4m、 最大幅1.3m、 深さ0.3mを 測る。後世の

中世溝 (S D19)に 溝の東半部上層が切 られる。また、西部に丼戸が形成される (時期不明)。 覆土

は、暗灰色土を基調とし、覆土中から弥生土器の破片が出土 している。

円形周溝状遺構 (円形周溝墓)

S D37(第 8図、写真図版 4)方形周溝墓の西約10m(方形周溝墓 S D31西端と円形周溝状遺構 S

D37の周溝外側を測る。)に位置する。直径は周溝外側で最大約11.5mを測り、南北にやや延びる不

整円形を呈する。周溝の北西部が約1.5m途切れている。溝の南東部の途切れは北から延長する可能

性を残すが南側については途切れている可能性がある。溝の最大幅約1.Omを測る。深さ約0.08～ 0,2

mと 非常に浅 く、耕作などによって大きく削平を受けているものと看取される。また、中世の溝や、

近世の井戸跡によって途切れる箇所も目立つ。覆土は灰黄色砂質土を基調とし、弥生土器の破片が少

量含まれる。

円形土坑 (第 4図 )

S K01 調査区南東隅に位置 し、直径約2.lmを 測る。深さ約0.05mと 非常に浅 く、削平を受けてい

る。床面の南と北の壁際に幅約0,lmの 壁溝が見 られる。覆土は、灰褐色を呈 し、弥生土器の小破片

が出土 した。

S Klll 調査区南東部に位置 し、直径約2.6mを測る。深さ0,05以下と非常に浅 く、削平を受け、さ

らにS D36に 切 られている。弥生土器の小破片が出土 した。

上坑

S K10(第 5図、写真図版 4) 調査区東部やや南よりに位置する。平面形態は北東、南北方向に軸

を持つ不整形な形を取る。長軸長4.85m、 短軸最大幅約1.60mを 測る。長軸と短軸方向に細い溝状の
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突出部が延びる。灰色土を基調とする覆土中からは、弥生土器の他に、緑色凝灰岩剣片や、砥石等が

出土 している。

床面の主軸方向に浅 く細い溝状に一段掘り窪められた箇所には、弥生土器の小破片が詰まっていた。

柱穴状 ピット

P32(第 4図) 調査区東部に位置 し、長軸径0.75m、 短軸径0。 5mの やや長楕円径を呈する。断面

形はV字形をし、深さ0.65mを測る。覆土は褐色土を基調とし、中から弥生土器片に混 じって、蛇紋

岩製勾玉未成品、ヒスイ・緑色凝灰岩・蛇紋岩の象」片、砥石など玉作り関連遺物がまとまって出土 した。

P33 P32の西南西4。 35mに位置 し、直径約0.55mを測る。断面U字形を呈 し、深さ0.65mを測る。

覆土は灰褐色土を基調とし、中から弥生土器の高杯の一部が出土 した。

P34 P32の南4.65mに位置し、直径約0.45mを測る。断面は緩やかなV字形を呈 し、深さ0.14mを

測る。覆土は暗灰色を基調とし、上部に炭が混 じる。中から弥生土器片に混 じってヒスイ 。緑色凝灰

岩 。鉄石英の剣片が出土 した。

P130 P32の南西4.7mに 位置する。後世の上坑に切 られる。その直径復元推定は約0,4mを 測る。

断面はU字形を呈 し、深さ0。 55mを測る。覆土は上部淡灰色、下部灰橙色となる。覆土中から緑色凝

灰岩片が出土 した。

P141 P34の 南東に近接 して位置 し、直径約0.4mを測る。断面は緩やかなV字形を呈 し、深さ0。 23

mを測る。覆土は灰黄色を基調とし、弥生土器片が出土 している。

P142 P32の 南東3.68mに 位置 し、直径約0.55mを測る。断面はU字形を呈 し、深さ約0。 4mを測る。

覆土は、柱根跡部では褐色土を基調とし、掘方部では黄色土を基調とする。覆土中から筋砥石が 1点

出土 しており、柱根底部からは弥生土器片が出上 した。 (鹿島)

L=91m

1淡灰黄色土
2灰白色土 (炭少量含)

3灰色土
4暗灰色土
5灰褐色土

―qla

〓９２ｍ
一
Ａ

1暗灰色土 (黄褐色酸化鉄含)

2黄色土ブロック

(黒褐色主粒含)

2褐灰色土
3灰褐色土
4褐色土 (■器片 砂混)

I   I   I

第 6図  S K10遺構平面図 (1/40)、 土層断面図 (1/20)
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暗橙褐色土 (砂粒含 鉄分多含)

灰黒色土 (砂粒多含 鉄分含)

黒灰色土 (砂粒字含 鉄分含)

19・灰色土 (鉄分多含)

灰色土 (氾粒砂多含)

晴灰掲色■ (鉄分含)

晴灰掲色土 淡黄●_土 混合
暗灰色土 (淡黄色主粒少畳合)

暗灰色土 (鉄分、砂粒含)

灰貢色土

11 暗灰黒色■ (黄色土 白色主 φ

20～ 30含 )

12 橙色土 (9層に鉄分多含 )

,3 淡灰色土 (白黄色土粒含)

,4 白黄色粘土 (淡灰色土含 )

15 晴灰褐色土 (7層よ り決黄色主

少ない )

16 'き 灰0土 (砂 粒多含)

,7 暗黄掲色土 (贈 灰色土少ヱ含 )

淡灰掲色土 (砂粒多含、   少gr含
)

炭少量含)      6 灰掲色土 (貢色砂粒多
淡掲色土 (黄色主多含)  含)

黄色±        7 黄橙色砂質主
1音灰橙色 (砂粒含)  8 淡黄灰色土と淡黄色主
晴灰掲色土 (φ ～ 5■    混合

笏＼

＝

(逆位で出土)

／Ｂ

SD1 9

及び弥生土器出土図 (1/20)、

D'

SD23
湾灰0(砂 粒含 )

贈掲色土

暗掲色砂質主

'き

掲色土 晴黄褐色砂質主 黄自色土混合

橙掲色■ (や や V/N質 、黒掲色土 )

黄色土 (橙イヨ色土含)

暗灰黄色土 (砂粒含)

薩循魯坐長董色土含)     SD20
暗灰褐色土

黒掲0土
黄色土

責色土 (暗 掲色土含 )

(横位で出土)

~~    (1/6)

土 層 断 面 図 (1/20、  1/40)

SD31

第 7図 方形周溝墓平面図 (1/80)
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暗灰色土
贈灰桂色砂資主

'き

仄掲色砂質■ (黄色砂質土 炭社合む)

黄色砂質土 (掲色土 黒掲色土粒合む)

橙仄色砂質土

掲色土
黒掲色土 (やや砂質 少堅砂粒含む)

橙褐色土

明掲色土     _Dl

1

L‐ 89

B           B'

第 9図
1 黒灰色土 (砂粒多く含む)

2皓灰こ土 (砂粒多く含C)
3灰貢色砂質土
4灰橙色砂質土
5灰色土

_    6淡 灰黄色土

ヽ
ヽ

ぃ

一Ｄ◎

L‐ 91
E   5

6

ｌ

ｎ
．

4  2  C'

2m

l   t   l

第 8図 円形周溝状遺構 (円 形周溝墓)平面図 (1/80)・ 土層図 (1/40)

(2)鎌倉・室町時代

遺構の種類として、溝、方形竪穴状遺構、井戸、土坑がある。

溝

S D02(第 4図 写真図版 5) 調査区の東端から西北西に伸びる溝で、平成 7年度調査で検出され

た S D02の 延長である。今年度検出部分で長さ23.6m、 幅1.7～ 1.8m、 深さ0.2～ 0,3mを測る。 SB
03の手前でいったん切れるが、その約 5m先に痕跡が 5mにわたって浅 く残る (S D07)。 江戸時代

の溝 S D01に 切 られる。東南東から西北西に流れる。下層には灰色シル トが堆積する。珠洲焼等が出

上 した。

S D 17(第 4図 写真図版 5) 調査区西端から東へ向かい途中で東南東へと曲がる溝である。検

出部分で長さ約86m、 幅1.0～ 1.7m、 深さ0。 16～ 0.3mを 測る。褐色から黒色の覆上の上層溝と灰色

を基調とする覆土の下層溝に分かれる。上層溝の下部には薄 く灰色シル トが堆積する。下層溝がある

程度埋まった段階で上層溝を掘り直したものと考えられる。 S D20、 S D87を 切る。珠洲焼が多く出
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土した。

方形竪穴状遺構

S104(第 9図 写真図版 5) 4.4m× 3,7m、 深さ0。 36mの 隅丸方形を呈する、竪穴状遺構である。

S104が埋まった後に西側 3分の 2ほ どが掘り返えされており、黄色土で人為的に埋め戻されている。

S E10を 切る。削平を受けたためか、立ち上がりはゆるやかな傾斜で壁といえるほどのものはない。

覆土の最下層には灰色シル トが堆積する。珠洲焼、漆塗り木製品等が出土 した。

井戸

S E10(第 9図 写真図版 5) 1,14m× 1,08mの 隅丸方形を呈する井戸である。深さ0,97mと 浅い。

S104に 切 られる。0,8m× 0.8mの 井戸側の痕跡と、底部に直径0.4mの 水溜の痕跡を検出した。ま

た井戸側の北東角の内側に15cnl× 17cmの 四角形の痕跡が検出され、隅柱を立てその外側に板を組んだ

構造の井戸側であったことが推定される。水溜部分には曲物が設置されたことが想定されるが、井戸

側、水溜ともに部材そのものは遺存 していない。薄板状の木製品が多 く出土 している。

S E15(第 16図 写真図版 7) 南北推定 2m×東西1.6m、 深さ1,7mを測る楕円形を呈する井戸で

ある。井戸側として曲物が積まれていた。曲げ物は井戸の下半部にのみ遺存 し、 4段に積まれたもの

と考えられる。曲げ物の遺存状態は良 くない。

上坑

S K02(第 10図 写真図版 5)1.7m× 1.9m、 深さ1.2mの 円形を呈する土坑である。断面は椀形を

呈 し、底部が一段下がる。下部から編み魚が出土 した。雨水溜めの井戸の可能性も考えられる。銅銭、

箸状木製品、曲物の底板、砥石などが出土 した。                    (安 達 )

(3)江戸時代

遺構の種類として、溝、方形竪穴状遺構、井戸、土坑、掘立柱建物がある。

溝

S D01(第 4図 写真図版 6) 調査区東部の南北に直線的に延びる溝で、延長32m、 幅0.6～ 0,7m、

深さ0,1～ 0.2mを測る。覆土は黄灰色を基調とし、下部に灰褐色のやや粘質の土が堆積する。遺物は

越中瀬戸焼を中心にまとまった量の出土を見ている。

S D26(写真図版 6) 調査区中央部の南北に直線的に延びる溝で、延長26m以上で調査区南側に続

く。幅約0.3m、 深さ約0.2mを測る。断面形はU字形を呈 し、覆土は灰色土を基調とする。遺物の量

は少ないが、溝底部から越中瀬戸の向付が出土 している。 S D01と 28mの距離を置いて平走 している。

方形竪穴状遺構

S101(第 4図 写真図版 6) 南北4.9m× 東西2.95m、 深さ約0.12mの隅丸方形を呈する方形竪

穴状遺構である。覆土は灰褐色土を基調とし、中から越中瀬戸焼の椀が 1点出土 している他、小礫が

数点出土 している程度である。壁は緩やかに傾斜 し立ち上がる。 (鹿島)

S102(第 11図 写真図版 6) 南北 5。 6m以上×東西5.5m、 深さ0.36mの 隅丸方形を呈する方形竪

穴状遺構である。北側は調査区外に続 く。覆土の上半部は人為的埋め戻 しが見 られる。下半部には暗

灰褐色土が厚さ10～ 25cmに わたってほぼ平坦に堆積する。暗灰褐色土の上部には鉄分沈着層や灰色

シル トが薄 く入り、この時点で一旦水に漬かったことがわかる。壁は緩やかに傾斜 し立ち上がる。越

中瀬戸焼、肥前陶磁器、木製品などを出土 した。

井戸

S E09 南北1.9m× 東西2.lm、 深さ2.3mの井戸である。 S E16を切る。上半部で越中瀬戸焼を多
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S 104
黄色土 (かたくしまる)

淡黄灰色砂質上

灰黄色粘質土 (砂粒少量含む )

黄色粘質土 (灰色粘土含む、かたくしまる)

灰掲色土

黄色粘土

灰褐色土

暗掲色土

明灰褐色土

10 黒灰色土 (黄色土含む)

11 灰褐色土 (灰色粘土に砂粒含む)

12 暗褐色土 (黄色土・砂粒含む)

13 皓黄褐色砂質土 (黒灰土含む)

14 階掲色土 (やや砂質・黄色土粒含む)

15 灰掲色土と黄色上の混合
16 暗灰褐色土

17 灰黄色土 (やや砂質 ,黄色土粒含む)

18 黒掲色土 (や や砂質・黄色土少望含む)

19 黒灰色土 (やや砂質)

20 灰黒色土 (砂粒・炭少量含む)

21 灰色シル ト (やや粘資)

22 灰色土 (やや砂質)

S E10

① 淡褐色土 (砂粒含む)

② 灰黒色土・白色上 晴白黄色砂質上の混合
⑥ 橙色粘土フロック (灰色砂質土よじる)

④ 黒色土 (暗褐色土よじる)

⑤ 暗掲色土 (白色枯土まじる)

⑥ 自色粘上 (灰褐色土まじる)

② 黒灰色土 (白色土小ブロック 炭少量含む)

⑥ 黒掲色土 (黄色土小ブロック少量含む)

WI L‐ 9Ч天

第 9図 中世の竪穴状遺構 S104(S=1/40、 番号は第20図に対応)

十 (季

`:`

十(弼:`

暗褐色土 (黄色土フロック少量含)

黄自色土 (暗掲色土ベースに黄白色土ブロック含)

暗褐色上 (黄 白色土粒含)

暗掲灰色土 (炭 ブロック 3 cm角 入る)

暗灰掲色土 (黄色土小ブロック含む)

暗黄褐色土 (鉄分含)

暗灰褐色土

暗掲灰色上

黒灰色上

黒灰色土 (黄 白色土フロック含)

11 黒灰色土 (両肩に掲色鉄分、白色土ブロック少量含)

12 黒掲色土

,3 黒色粘質土

14 橙色粘士

15 青灰色粘土 (黒灰色土少量含 )

16 黒灰色土

17 酸化鉄分

18 白橙色土 (黒灰色土含 )

19 黒色上 (白色粘土含 )

第10図  S K02 内遺物出土状況及び土層断面図 (S=1/40、 番号は第20図に対応)
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16淡灰獲色砂質土

17淡灰色土 (やわらかい)

18暗灰色土 (やや砂蛋 炭・

灰白色土含む)

19暗黄橙色砂質土 (粒 子組

tヽ )

20灰色砂質土 (炭・酸化鉄

粒 灰を含む)

21暗灰色土

焦

こ

第11図

1 白色粘土 と灰黒色土混合

2鉄 分沈着層

3暗 灰褐色土 (やや粘質、

部分的に砂粒を多く含む

4灰 色土 と橙色砂質土混合

5灰 掲色土 (やや砂質 )

6灰 黄色土灰掲色土の混合

(部分的に灰黒色土含む)

7灰 色 シル ト (橙 色砂質土

含む )

8淡 灰色土

9暗 灰色土 (灰黄色土含む )

10晴灰色土 (砂粒含む )

11灰色土

12灰自色土 (酸化鉄粒少量

含 C、 カクラン)

13暗灰色土

,4淡灰色土 (砂粒多く含む)

15灰 白色砂質土

M__
L‐91B

第11図 近世の竪穴状遺構 S102(8=平面図S=1/80、 土層断面図S〓 1/40、 遺物図S=1/6)

く出上 した。

S Ell 南北1.4m× 東西1.lm(推定)、 深さ約2.3mの井戸である。当初 S E12と 区別することが出

来なかったが、下層において S E12を 切ることが判明した。遺物の出土量はあまり多 くない。越中瀬

戸焼の中皿などを出土 した。

S E12(第 14図、写真図版 8) 南北1.25m Xl,4m(推 定)、 深さ約2.lmの井戸で、 S Ellに 切 られ

る。中層において小礫が多 く出土、下層上半部からは越中瀬戸焼が多 く出土 した。特に匡鉢の蓋が10

点出土 したことが特筆される。 S E09、 S Ell、 S E12と もに地山の淡黄色砂質土 (第 5図基本層序

参照)ま で掘 り込む深い井戸である。 (安達)

S E13(写真図版 7) 南北1,3m× 1.25m、 深さ1,07mの断面U字形を呈する井戸である。下層部

は、底部に掘 られた直径約 0.6mの 水溜を灰青色砂質土と白青色粘土ブロックで埋め、壁際に白色粘

土や橙色土が入り、中央部付近は灰黒色土が被せられていた。中層部は灰黒色が堆積 し、礫も見られ

る。上層部は灰黄色土を基調とした堆積で、多 くの小礫に混 じり遺物が廃棄されていた。

Ｎ
　
予
卜
即
く
　
わ

|   |   |
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S E14(第 16・ 17図、写真図版 7)南 北1.35m× 1.3m(推定)、 深さ約1.63mを 測る。井戸側に石

組みを用いる井戸である。上層部東肩を S K96に 切 られる。上層部は灰褐色土を基調とする堆積を確

認 し、一部ハサ穴による縦穴が掘 られている。遺構上面から中層上部にかけて小礫が密に入り、それ

より下に石組みが残存 していた。上層部は井戸側の石が抜かれており、何点かは井戸内に落ち込んだ

状態で検出されている。井戸側残存部上面の内径は0。 7mを測る。井戸中層付近に、石臼を半裁 した

ものが 2点井戸側に転用され填め込まれていた。 2点 はそれぞれ別個体である。井戸の最下層部には、

井戸側に用いられている石よりもかなり大きな石が入れられていた。 (鹿島)

S E20 南北0.78m× 東西0。 71m、 深さ約1.lmの 円形を呈する土坑である。 S D40に切 られる。壁

はほぼ垂直に立ちあがる。小型であまり深 くはないが井戸と考えられる。礫や越中瀬戸焼がかなり密

に出土 した。

S E21(写真図版 8) 南北0,75m× 東西0.8m、 深さ約1,Omの 円形を呈する土坑である。 S E20と

同じような形状で遺物の出土状況も似通っている。                  (安 達)

土坑

S K120(第 13図、写真図版 6)長 軸4.Om、 短軸3.5mの南北に延びる長楕円形の平面形態を取る。

断面は橋鉢状の形態を取 り、底部までの深さ約0.8～0.85mを測る。土坑が埋まっていく過程で多 く

の遺物が廃棄されている。 (鹿島)

S K45 南北2.2m× 東西2.5m、 深さ0.8mの 円形を呈する土坑である。断面形は括鉢形を呈する。上

半部から礫や越中瀬戸焼が多 く出土 した。

掘立柱建物

S B01(第 4。 12図) 桁行 2間、梁間1間の南北棟である。方位はN-10° ―W。 建物規模は桁行

が東筋で9,05m、 梁間は北筋で3.9mで ある。柱間寸法は桁行東筋で3.85m、 5。 20m、 西筋で3.70m、

5.15m。 梁間は全て3,9mで ある。柱穴が重複 していることから建替えが行なわれたようである。

S B02(第 4・ 12図) 桁行 1間、梁間 1間の南北棟である。方位はN-4.3° ―W。 建物規模は桁

行5,6m、 梁間4,3mで ある。柱間寸法は、桁行は全て5.6m、 梁間は全て4.3mで ある。

S B03(第 4・ 12図) 桁行 3間、梁間 1間の南北棟である。方位はN-4.2° ―W。 建物規模は桁

行西筋で16.3m、 梁間は北筋で4。 25mである。柱間寸法は桁行が不揃いで、東筋で北から5,5m、 4.6

m、 5,95mで ある。梁間は4.Omか ら4.25mの間である。少なくとも 1回の建替えが行なわれている。

S B04(第 4012図) 桁行 2間、梁間 2間の東西棟である。方位はN-4.5° 一E。 総柱建物であ

る。建物規模は桁行北筋で10.45m、 梁間東筋で8.55mで ある。桁方向南側に近接 してある 2筋は建

て替えによるものと考える。この 2筋は柱穴掘方の規模が小さいことから廂部分と考えられる。柱間

寸法は桁行北側柱筋で西から4.8m、 5.65m、 南端筋で西から4.9m、 5。45m、 梁間東側柱筋で北から4.

lm、 3.5m(南端柱穴までは4.5m)、 西側柱筋で北から4.lm、 3.15m(南 端柱穴までは3.95m)で あ

る。 P105が S K108を 切っていることから、 S B04が廃絶 した後にS B03が建てられたと言える。

噴砂跡 (第 15図) S E19の断割りを行なった際に断割坑の北壁に地震による噴砂の跡を検出した。

ここでは噴砂の発生源の層までは掘り下げることができなかった。他の地点での基本層序の確認の際

にはさらに下まで掘下げているが噴砂の白色砂質土の層は確認されていないため、それよりも下の層

から噴出したものと思われる。遺構覆上の断面にはかかっていなかったため、遺構を切っているかど

うかは不明である。調査区内の地山上面には噴砂の跡は確認されていない。

-13-
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第13図  S K120 土層断面図および遺物出土状況図 (S=1/40)
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暗橙褐色土
黄褐色土

褐色土
10灰褐色シル ト

11淡灰橙色土
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第16図  S E14周辺遺構平面図 (S=1/40)

17暗灰色土 (酸化鉄含む)

18灰 白色土

19黒掲色土 (砂粒少量含む)

20黒褐色土 (下部に酸化鉄沈着 )

21黄白色土

1 白色上 (酸化鉄含む)

2白掲色砂質土 (粒 子細かい

酸化鉄含む)

3白橙色土 (やや粘質、酸化鉄

含む)

4白色土 (やや粘質、酸化鉄含

む)

5自橙色砂質土 (酸化鉄含む)

6自色土 (さ らさらしている)

7白色砂質土

8白色土 (やや粘質、酸化鉄含

む)

9黒色猫土

10淡灰褐色砂賓土

第15図 噴砂跡土層断面図 (S=1/40)

▲二Ｂ一【【一〔　／

1灰色土 (4～ 5 cm大 の礫入る)

2褐灰色上 (礫入らず)

3暗灰褐色土 (東側に小礫入る)

4暗灰褐色土 (シル ト質・黄白色粘土ブロック含む)

第17図  S E14 上層土層断面図(S=1/40)
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第14図  S E12 遺物出土状況図 (S=1/20)
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4 遺物

(1)弥生時代

方形周溝墓出上の遺物 1は二重回縁の大型壼形土器である。 S D19の ほぼ中央部に横転 し、下になっ

ていた部分だけが残存 していた。頸部の付け根に段を持つ。幅5,7cmを測る口縁に 7条の擬凹線文を

施す。外面は粗いヘラ磨き、内面は刷毛目を施す。体部と頸部の接合部で割れていた。弥生時代終末

期に属する。 2は壼形土器の頸部から大部上半部分である。 S D20の ほぼ中央部に頸部から上を欠き、

倒立 した状態で出土 した。上になっていた部分 (体部下半部分)は削平により失われていた。外面は

ヘラ磨きを施 し、一部炭素を吸着 し黒色を呈 している。内面は刷毛目調整を施す。内外面の摩滅が激

しい。僅かながら外面に赤彩の痕が観察される。

円形周溝墓出上の遺物 3は受け口状の口縁を持つ壺である。外面に刷毛目を施す。 4は壺である。

口縁端部に面取 りを行う。外面は摩滅 しており、調整方法は不明。内面は回縁端部付近にヘラ磨きが

認められる。10は 安山岩質の横剥ぎの剥片である。刃の部分は欠損 している。

溝出上の遺物 5は高杯である。器面は摩滅 しており調整方法は不明である。6・ 7は S D36出上の

甕である。 6は 口縁部に凹線が二本入る。 7は口縁端部を三角形状に膨 らませ、斜め下に突出する。

8は S D38出 土の結合壺である。器面の摩滅が激 しい。 9は S D38出土の甕である。外面に煤が付着

する。11は S D06出土の有茎石族である。石材はチャー トである。長さ3.lc14、 幅1.5cnl、 厚さ0.5cmを

測る。両面からの交互押圧剣離を施す。縄文時代後期から弥生時代にかけて存在するものである。

土坑出上の遺物 12は S K03出 上の高杯の杯部である。口縁部をやや膨らませ、横撫でを施す。13か

ら18は S K10出土の遺物である。13は 珪質粘板岩製の砥石である。比重は2.34を測る。14は S K10出

上の壺の口縁部で、狭い口縁帯を有する。15は 有段口縁の甕である。近江系受口状口縁部外面下部に

連続する刻み目を施す。16は「 く」の字状口縁を有する甕である。16は 口縁端部外側下部に連続する

刻み目を施す。17・ 18は高杯である。17は有孔の脚部で、外面にヘラ磨きを施す。18は 杯部で内外面

ともヘラ磨きを施す。

掘立柱建物出上の遺物 19・ 20は P81出土の遺物である。19は壺の口縁部で刷毛目調整の後、ヘラ磨

きを粗 く施す。20は赤彩台付壺の脚部である。端部には細かい凹線が施され、その部分に赤色顔料が

残る。21は長頸壺で外面はヘラ磨きを施 し、赤彩されている。内面には粘土紐接合痕が明瞭に残る。

20・ 21は月影式期に属する。

弥生時代以外の遺構から出土した遺物 22は器台で外面に凹線がはいる。23は S E22出上の甕で、受

□状口縁部外面に刻み目を施す。24は S K55出上の甕である。内屈する回縁部の下端が垂下する。25

はS104出上の赤彩の壺か鉢の口縁部である。外面に細かな沈線が入る。内外面とも丁寧なヘラ磨き

を施す。26は S K107出 上の壺で外面に沈線が入る。27は S K 120出上の小型の甕である。内面はヘラ

削りを施す。外面は器面が摩滅 している。28は S E09出上の高杯である。脚部の裾が大きく発達 し外

側に広がる。「東海系」の特徴が見 られる。 (鹿島 。安達)

玉作り関連遺物 31は ヒスイの勾玉未成品である。全面が磨かれ、擦痕が認められる。背の部分には

まだわずかながら稜線が残る。この後、腹の部分を快るように磨き、穿孔 した後にさらに全体に磨き

をかけて完成する。30は緑白色を呈する蛇紋岩製の勾玉未製品である。全体に細かな擦痕が認められ

る。背の部分にはかなり明瞭な稜が残る。32は ヒスイの小型片割品である。古い摂理面が 3面にあり、

これを利用 して割ったものである。緑色の部分がかなり多い。33は ヒスイの象↓片である。 2面に自然

面が認められる。表と裏は反対方向から打撃が加えられている。石核から薄い黒1片を一枚ずつ黒」ぎ、

好みの大きさにしていく過程で出た剣片と思われる。34は緑白色の蛇紋岩の未成品である。先頂部に
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遺 構 層位 縦 (mm) 横 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 石材 形 1犬 遺物No 備考
1

P32

上層 027 蛇紋岩 勾玉未成品

ほかに5 mm未満の

緑色凝灰岩チップ7片

蛇紋岩チップ1片

緑色系石材チップ2片出土

上層 蛇紋岩 未成品
(穿孔途中破損)

3 上 層 7.65 緑色凝灰岩 剣片

4 上 層 474 緑色凝灰岩 剥片

5 上 層 665 272 緑色凝灰岩 剥片

6 上 層 緑色凝灰岩 剥片

7 上 層 774 緑色凝灰岩 剣片

8 上 層 1816 372 029 緑色凝灰岩 剥片

9 上 層 737 508 003 緑色凝灰岩 象1片

中層 224 緑色凝灰岩 象1片
1 中層 775 ヒスイ 象1片
2 中層 847 625 緑色凝灰岩 象1片
3 中層 755 緑色凝灰岩 象1片

4 中層 005 緑色凝灰岩 象1片

5 中層 577 緑色系石材 剥 片

6 下層 874 緑色凝灰岩 剣片

7 下層 1206 緑色凝灰岩 象1片
8 下 層 緑色凝灰岩 泉1片
9 下 層 657 緑色凝灰岩 象1片

下層 009 緑色凝灰岩 象1片
下 層 緑色凝灰岩 象1片

下 層 274 0.05 緑色凝灰岩 象1片

下 層 837 緑色凝灰岩 剥 片

下 層 緑色凝灰岩 剣 片

下層 485 緑色凝灰岩 剥 片

下層 824 727 Lス イ 黒1片

下層 緑色凝灰岩 剣 片

下層 緑色凝灰岩 剣片

下層 1003 026 緑色凝灰岩 録1片

095 蛇紋岩 黒I片

007 緑色凝灰岩 剥片

1362 緑色凝灰岩 剥片

緑色凝灰岩 剥 片

緑色凝灰岩 剣 片

緑色凝灰岩 象1片

482 緑色凝灰岩 象1片

043 緑色凝灰岩 剥 片

P34

上層 802 緑色凝灰岩 象u片 ほかに5 mm未満の

緑色魂灰岩チップ11片

ヒスイチップ6片

鉄石英チップI片

緑色系石材チップ3片出土

下 層 627 335 025 緑色系石材 象J片

下 層 758 332 緑色凝灰岩 剣片

下 層 222 蛇紋岩 剥片

376 緑色凝灰岩 剣片

P130
上 層 1980 1300 メ ノウ 象1片

232 緑色凝灰岩 象I片
P142 523 蛇紋岩 象I片 ほかに筋砥石出土

SD02
1218 緑色凝灰岩 象1片
27.50 777 Lス イ 剣片

SD36 鉄石英 制片

SD38 7.75 蛇紋岩 漂石荒割品

SD39 ガラス小玉 平工形
スカイブルー

孔径1 3mm～ 1 5mm

SK10
538 緑色凝灰岩 剥片 ほかに5 mm未満の

緑色凝灰岩チップ2片出土最下層 1513 11 02 緑色凝灰岩 象1片

SK33 上層 3400 11 75 鉄石英 荒割品
SK47 上面 20.25 鉄石英 荒割品

SK120
11 00 ヒスイ 勾玉未成品

2050 2250 ヒスイ 片割品
S E15 24.50 1690 タンパク石 剣 片

諏訪神社
食内表採

ガラス小玉 円筒形
スカイブルー

子し径1 0mm～ 1 2mm

包含層 053 鉄石英 剣 片

表 1 玉石材計測表
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初期穿孔痕跡が見 られるが未貫通のまま割れたものである。孔の断面形はU字形を成す。破断面のほ

かは研磨痕がある。35は淡緑色の蛇紋岩の漂石である。 2面の打割り面を残す。36は明緑色の蛇紋岩

黒1片である。自然面が一部に残る。37は鉄石英の景1片である。小さな打撃を何回か加えている。38は

メノウ象1片である。39・ 40は ガラス小玉である。40は調査区の東側に位置する諏訪神社の境内で表面

採集 したものである。39は平玉形、40は円筒形を呈する。色はともに明るいスカイブルーである。41・

42は凝灰岩の筋砥石である。41は、細 く深い溝状の研磨痕が 2条ずつ 2面に、幅広で浅い研磨痕が 1

面にある。42は細 く深い溝状の研磨痕が 1条 と、幅広で浅い研磨痕が 1条ある。平 らな部分にも擦痕

が多くみられる。

(2)古代から室町時代

溝出上の遺物 (第20図 : 53・ 54-S D02、 57・ 58-S D17)

(安達)

53は 中世土師器の非ロクロ成形の皿で、口径12cm高 さ2,7cmを測る。口縁端部を部分的に面取 りを

施す。13世紀後半に位置付けられる。54は珠洲焼の甕の口縁部である。端部を鋭 く外屈させ垂下する

古手の甕の回縁形態をなす。焼成が甘かったためか内面が白色化 している。57、 58は珠洲焼の片口鉢

である。57は水平口縁をなし、卸 し目は一単位幅2.5cmで 14条の櫛歯原体を用いて施されている。58

は回縁内端に幅1.5cmの 面を取る。一置単位2.6cm幅で 8条の卸 し目を施す。

竪穴状遺構出上の遺物 (第20図 :45・ 46・ 51・ 60。 61・ 62-S104)

45、 46は須恵器の杯Aで平安期の遺物で混入品である。51は中世土師器の非ロクロ成形の皿である。

60は片口鉢で、口縁部は外傾 し方頭を呈する。卸 し目が11条観察されるが、欠損 しているため正確な

単位は不明である。61、 62は珠洲焼の甕の体部である。61の外面には平行叩きが、62の外面に綾杉状

日Πき/9ゞ 観察される。

井戸出土の遺物 (第 20図 :52-S E06、 65-S E05、 66-S E10)

52は中世土師器の非ロクロ成形の皿である。65は古瀬戸の天目茶碗である。66は箸状木製品である。

最大長17.2cm、 最大幅0.8cmを測る。一端を斜めに加工 して先端を作 り出している。

土坑出上の遺物 (第20図 :43・ 44-S K45、 49050-S K22、 48・ 56・ 63-S K67、 55-S K108、

64-S K20、 67～ 71-S K02)

43は須恵器の杯 Bである。44は須恵器の甕の底部である。いずれも平安期のものと思われ、混入品

であり、 S K45は近世期の遺構である。49は 中世土師器の非ロクロ成形で平底の皿である。□径7.6

cm器高1.5cmを 測る。国縁部付近に油煙が付着 し、ススも付着 しており灯明皿として使用されていた。

13世紀後半期のものである。50は中世土師器の非ロクロ成形の皿である。48は珠洲焼の底部である。

復原底径が約 8c14と 小さい。56は珠洲焼の片口鉢である。やや太目の櫛歯原体によって卸 し目が11条

観察されるが、欠損のため正確な本数は不明である。63は珠洲焼の甕の体部で外面に平行叩きが施さ

れる。55は珠洲焼の片口鉢である。口縁端部は外傾 し面を取っている。遺構上面から出上 しており、

S K108か らは他に越中瀬戸焼も出土 している。64は鉄片である。67は

'古

瀬戸畳の卸目付き皿である。

灰釉が施され、底部糸切り痕を残す。68は銅銭で「皇宋通費」 (北宋銭1038年初鋳)である。69は砥

石で、厚さ約 l cmと 薄い板状のものである。片面が剥離 している。70は箸状木製品である。最大長21.

6c14、 最大幅0.5cmを測る。一端を斜めに加工 して先端を作り出している。71は曲げ物の底板で、残存

長20.5cm、 最大厚0.9cmを測る。

包合層出土遺物

47は双耳瓶あるいは四耳壺の耳部が取れたものである。

―-20-
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第20図 古代～中世の遺物実測図 (68 S=1/2、 他は 1/3)
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(3)近世の遺物

溝出上の遺物 (第21図 :72-SD26、 73～ 76・ 98-SD01)

72～ 77は越中瀬戸焼である。72・ 74は鉄釉内禿の向付である。体部下半はロクロ削り、削り出し高

台である。74は 内面に釉止めの段がある。73は褐色を呈する鉄釉の椀である。口縁端部が重焼によっ

て欠けている。75・ 76は鉄さび釉の壺である。77は褐色を呈する鉄釉の鉢である。内禿げであるが自

然柏であろうか、内底面に薄 く灰釉がかかる。高台部分は露胎である。

98は黒色粘板岩製の円板である。径1.9c14、 厚さ0.5cm。 打撃によって薄 く剥いだ後側、面を打ち欠

いて円板状に仕上げている。遊戯に使ったものと考えられる。

井戸出上の遺物 (第 21・ 22図、78-SE02、 79～ 85・ 132-SE09、 86-SEll、 87～ 89-SE12、 90・ 91・

95-SE13、  92・ 98・ 96・ 97-SE14、  94-SE15、  107-SE19、 99-SE20、  101～ 106・ 108-SE21、

100-SK26、 114-SK42)

78～ 84・ 86～ 95は越中瀬戸焼である。78は鉄釉の小皿で、回縁の内外面に施釉される。底部は回転

糸切り未調整である。79・ 80087は匡鉢の蓋である。79は両面回転糸切り未調整で内面に重焼の痕跡

がある。80は 内面に輪 トチンが付着 している。87は 内面回転糸切り未調整で外面はロクロなでによっ

て仕上げている。81・ 91は鉄釉の向付で、体部下半はロクロ削りを施す。81は 内面に釉止めの段があ

る。削り出し高台である。82は黒色を呈する鉄釉の椀である。高台部分は露胎である。83は無釉の杯

である。底部は回転糸切り未調整、体部は内外面ともロクロなでによって仕上げる。84は匡鉢である。

底部は回転糸切り未調整で炭化物が付着 している。体部外面下部にへこみがある。内面底部には直径

約5.3clnの 重ね焼痕跡が見られる。90は灰釉、94は鉄釉の丸皿。 2点とも体部下半はロクロ削りを施

し、削り出し高台である。94の 内面に重ね焼痕跡がある。86は鉄釉の中皿である。釉薬の発色はよく

ない。外面には黄白色の釉も付着する。内面には 4種の印花文と中央に「大吉 ?」 の押印文がある。

92・ 88は鉄釉の水滴である。92は外面に黄白色から黒緑色を呈する釉を掛け流す。89は 白色釉の大皿

である。火を受けた痕跡がある。内面には目跡が 4ヶ 所残る。93は 白色釉の輪花皿である。89。 93と

も内面は全体に釉がかかる。95は鉄さび釉の悟鉢である。

85は箸状木製品である。96・ 97は石臼で石組み井戸の井戸側に転用されていた。96が上国で直径約

29cm、 97が下臼で直径約31cm。 2点 とも破損前に火を受けた痕跡がある。96は挽き木の穴が 2ヶ 所あ

る。97はすり合わせ部分がかなり磨耗 している。芯棒の穴は上部と下部が磨耗 しており、中ほどは石

の加工痕が明瞭に残る。

99～ 108・ 114は越中瀬戸焼である。99は鉄釉の椀で内面に暗緑色から黒色を呈する釉を掛け流す。

底部は削り出し高台である。101。 102は灰釉の丸皿である。102は 内面に重ね焼痕跡があり、口縁部は

薄手である。103は鉄釉の向付。内面は全体に施釉された後底面を蛇の目状に釉をぬぐっている。100

は鉄釉の徳利で外底面付近は露胎である。底部は回転糸切りである。底部付近に煤が付着 しているこ

とから火を受けたようである。104は褐色を呈する鉄釉の鉢である。削り出し高台で内面全体に施釉

した後、底面部分の釉をぬぐっている。105は鉄釉の壺である。底部は回転糸切 り未調整である。底

部以外は全体に施釉する。106は 匝鉢で内面に直径5,7cmの重ね焼痕跡がある。107は鉄釉折縁皿。体

部下半ロクロ削り、削り出し高台である。108は黄白色の釉がかかる中皿である。内面は全体に施釉

し、日跡が残る。114は鉄釉のひだ皿である。底部内面が黒ずみ滑 らかに磨耗する。

132は鉄製品で刀子である。

竪穴状遣構出上の遺物 (第22図 :111～ 114-S102)

109～ 113は越中瀬戸焼である。109は鉄釉のひだ皿で内面全体に施釉 した後蛇の目状に釉をぬぐっ
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第21図 近世の遺物実測図 1(72～ 95 S=1/3
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第22図 近世の遺物実測図 2(S=1/3)
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第23図 近世の遺物実測図 3(124～ 132 S=1/3、 133 S=1/8)

ている。その部分に重ね焼痕跡が残る。110は鉄釉の丸皿で口縁部外面と内底面に重ね焼き痕跡が残

る。

111は褐色を呈する鉄釉の椀である。112は把手付きの壺、いわゆるかね鉄漿 (お はぐろ)壺である。

113は肥前陶器の緑釉椀である。

土坑出上の遺物 (第22図 :■ 5。 116-SK45、 117～ 123-SK120)

114～ 123は越中瀬戸焼である。 115は無釉の小皿である。口縁部には油煙が付着 し、内面にも煤が

付着 している。灯明皿として使用されたものである。1161ま鉄さび釉の壺口縁部である。117は鉄釉の

丸皿で外底面に「―力」の墨書がある。内面には重ね焼きの痕跡がある。削り出し高台である。118

は褐色鉄釉地で内面に黒緑色の釉を流 しかける椀である。119は鉄さび釉の悟鉢で、卸目は 1単位10

本である。120は伊万里焼の椀である。網目文を施す古伊万里である。121・ 122は漆塗 りの椀である。

黒地に赤漆の文様が入る。122は体部に穿孔がされている。123は加工された木製品で、両端を斜めに

切る。用途は不明である。

掘立柱建物出土の遺物 (第23図 :124-SK35、 125・ 126・ 128・ 129-P62、 127-P102、 130-P105、

133-SK29、 131-SK89)

124は型作りの上師質の皿である。125～ 130は越中瀬戸焼である。125は灰釉と鉄釉を掛け分ける丸

皿である。 126は鉄釉内禿げのひだ皿である。内面にゆるやかな釉止めの段がある。内面中央に押印

文の一部 らしきものがある。127は黒色を呈する鉄釉の椀である。128は鉄釉の鉢である。内面に重ね

焼きの痕跡がある。 129イよ白色釉の中皿で口縁端部がやや肥厚する。 1301ま鉄釉の中皿である。131は

鉄製品である。図の右側は柄に装着する部分と思われる。刃部がさらに長かったかどうかは不明であ

る。133は五輪塔の水輪である。「バン」の梵字が刻まれる。

O
◇壷

―-25-
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遺構番号 出土遺物 遺構番号 出土遺物

SE01 弥生土器、須恵器 (蓋 )、 土師器、土師質土器、礫

SD01
弥生土器 (甕・壷・高杯 )、 珠洲焼 (甕・ 片日鉢 )、 越中瀬戸焼 (丸皿 。中皿・

向付・ 椀・ 鉢・摺鉢・壺)、 伊万里焼 (椀 )、 磁器 (椀)?、 石製円板、石英 ?、

被熱礫、礫

SE02 須恵器、土師器 (椀・皿 )、 土師質土器 (小 皿 )、 越中瀬戸焼 (小 皿 )、 礫

SE04 弥生土器、須恵器 ?、 炭、礫

SE05 弥生土器、須恵器 (壺 )、 土師器 (甕 )、 古瀬戸 (天 目茶碗 )、 被熱礫、礫

SD02
弥生土器 (甕・ 壺・ 高杯 。赤彩高杯 )、 須恵器 (蓋 )、 珠〃H焼 (甕・ 壺 。片

口鉢 )、 土師質土器 (皿・小皿 )、 青磁 ?、 ヒスイヱ1片、緑色凝灰岩剥片、板

片、被熱礫、礫

SE06 弥生土器、須恵器 (杯 )、 土師質土器 (皿 )、 礫

SE07 弥生土器 (甕 )、 加工材、加工木柱、竹、礫

SE09
弥生土器 (高杯・ 赤彩高杯 )、 須恵器 (瓶 )、 珠洲焼 (甕・ 片日鉢 )、 越中瀬

戸焼 (丸皿・ 皿・ 折縁中皿・向付・ 祝・ 杯・ 糧鉢・ 壺・瓶 ?・ 厘鉢・

厘鉢蓋 )、 鉄製品 (刀 子 )、 審状木製品、板状木製品、砥石 ?、 被熱礫、礫

SD06 有茎石鏃

SDll 弥生土器、須恵器、越中瀬戸焼、近世陶磁、フイゴ羽日、炭、被熱礫、礫

SE10 弥生土器、土師質土器(皿 )、 板状木製品、棒状木製品、加工材、梅or桃の種子、礫 SD16 弥生土器 (甕。壺・ 高杯 )、 骨片、礫

SEll 珠洲焼 (片 口 ?鉢 )、 越中瀬戸焼 (丸皿 。中皿・ 匡鉢蓋 )

SD17
SE12

弥生土器 (赤彩壺 ?・ 高杯 )、 須恵器 (甕 )、 珠洲焼 (甕・ 壺 。片日鉢 )、 土

師質土器 (皿 )、 唐津焼、越中瀬戸焼 (丸皿・折縁皿・皿。大皿・ 向付・椀・

播鉢・ 壺・ 水滴・ 匡鉢・ 匡鉢蓋 )、 染付 ?、 板状木製品、竹片、礫

鉢 )、 土師質土器、越中瀬戸焼 (向 付・椀・悟鉢・鉢 )、 磁器、炭、被熱礫、礫

SD19 弥生土器 (甕・壺 )、 炭化米、炭

SE13 弥生土器、須恵器 (有高台杯 )、 越中瀬戸焼 (丸皿。中皿 or大皿・ 向付・

悟鉢、匡鉢蓋 )、 白磁、砥石、被熱礫、礫

SD20 弥生土器 (壺 )、 骨片、礫

SD23 弥生土器 (甕 )、 炭化米、炭

SE14 弥生土器、須恵器(壺 )、 珠洲焼(甕 、鉢)、 土師質土器(灯 明皿)、 越中瀬戸焼(丸 皿・中

皿・折縁皿・向付・椀・瓶・徳利or壺・悟鉢・E鉢 )、 唐津(鉢 )、 染付、石日、礫

SD26 越中瀬戸焼 (丸皿・向付・椀・橋鉢 )、 伊万里焼 (椀 )

SD28 弥生土器

SE15 弥生土器、珠洲焼(甕・片日鉢)、 土師質土器 ?、 越中瀬戸焼(丸皿,壺
)、 タンパク石被熟礫、礫 SD29 弥生土器 (壺 )、 須恵器、越中瀬戸焼、礫

SE16 弥生土器 ?、 珠洲焼 (甕 )、 越中瀬戸焼 (丸皿・悟鉢 )、 被熱礫、礫 SD31 弥生土器 (甕・壺 )、 炭化米、骨片、炭

SE19 弥生土器、越中瀬戸焼 (中 皿・折縁皿 )、 礫 SD32 越中瀬戸焼 (丸皿 )

SE20 弥生土器、越中瀬戸焼 (丸皿・皿・椀・ 匡鉢・ 厘鉢蓋 )、 礫 SD33 越中瀬戸焼

SE24 弥生土器 (甕・高杯 )、 珠洲焼 (甕 )越中瀬戸焼 (丸皿。中皿・ 向付・ 鉢

壺 )、 伊万里焼 (皿 )、 砥石、被熱礫、礫

SD36 弥生土器 (甕・ 壷 ?・ 高杯 )、 唐津焼 ?、 鉄石英剥片

SD37 弥生土器 (甕・ 壺 。高杯 )、 骨片、炭、加工痕のある礫、礫

SE22 弥生土器 (壺 )、 須恵器 (甕 )、 珠洲焼 (壺 )、 土師質土器 ?、 加工材、礫
SD38

SK01 弥生土器 (高杯 )、 青磁、炭

SK02 弥生土器、須恵器、古瀬戸(卸皿)、 鋼銭、砥石、薄板、警状木製品、自物底板、編みザル SD39 弥生土器 (高杯 )、 ガラス小エ

SK03 弥生土器 (壺 ) SD45 弥生上器

SK04 弥生土器
S101 弥生土器、須恵器 (杯 )、 越中巖戸焼 (丸皿・ 椀・ 播鉢 )、 被熱礫、礫SK07 弥生土器、柱根石

SK10 弥生土器 (甕・ 壺 。高杯 )、 緑色凝灰岩泉1片、砥石、貝殻、炭、礫

S102

弥生土器 (甕・ 壺 。高杯 )、 須恵器 (杯・ 蓋・ 甕 )、 珠洲焼 (甕・ 壷・ 片日

鉢 )、 土師質土器 ?越中瀬戸焼 (丸皿・ ひだ皿・ 皿・向付・ 椀・ 播鉢・

壺・ 匡鉢 )、 肥前陶器 (緑釉椀 )、 磁器、漆塗木製品、板状木製品、砥石、炭、

被熱礫、礫

SK12 被熱礫

SK17 弥生土器、土師質土器 (皿 )

SK20 弥生土器、珠洲焼 (甕 )、 鉄製品、鉄塊、板片、被熱礫

SK21 弥生土器、礫

S104SK22 弥生土器、須恵器、土師器 (椀・小型甕)、 珠洲‖焼 (甕 )土師質土器 (小 皿 )

質土器 (小 皿 )、 漆塗木製品、骨片、被熱礫、礫
SK26 越中瀬戸焼 (徳利)、 炭、礫

SK29 五輪塔水輪、撰 P12 弥生土器、礫

SK31 礫 P23 弥生土器、礫

SK33 弥生土器、珠洲焼 (片 日鉢 )、 越中瀬戸焼 (丸皿 )、 鉄石英荒割品、礫
P32 弥生土器 (甕 )、 蛇紋岩製勾玉未成品、ヒスイ剥片、緑色凝灰岩劉片、蛇紋

岩工J片、砥石 ?、 炭SK35 弥生土器、土師質上器 (皿 )、 越中瀬戸焼 (壺把手 )

SK36 石製 ?加工 品 P33 弥生土器 (高杯 )

SK41 礫
P34

SK42 珠洲焼 (片 口鉢)、 越中瀬戸焼 (丸皿・播鉢・壺)近世陶磁、骨片、被熱礫、礫

SK45 弥生土器 (甕・ 高杯 )、 須恵器 (有高台杯・ 甕 )、 珠洲焼 (片 口鉢)土師質土

器 (小 皿 )、 越中瀬戸焼 (丸皿・嬉鉢・ 壺 )、 自磁 (椀 )、 被熱礫、礫

P48 弥生土器

P49 弥生土器

SK47 鉄石英荒割品、炭 P53 礫

SK48 須恵器 (杯 )、 越中瀬戸焼 (壺 )、 礫 P62 越中瀬戸焼 (丸皿・皿・ ひだ皿・ 壺 )

SK51 弥生土器、土師質土器 (小 皿 )、 伊万里焼 (椀 )、 骨片、炭 P69 礫

SK54 弥生土器、炭 P73 弥生土器、越中瀬戸焼、被熱礫、礫

SK55 弥生土器 (甕 )、 珠洲暁 (甕 )、 弥生土器 or土師質土器、礫 P77 越中瀬戸焼 (向 付 )、 礫

SK67 弥生土器 (高杯 )、 須恵器 (甕 )、 土師器 (皿 )、 珠洲焼 (甕 。片口鉢 )、 土師質

土器 (小 皿 )、 青磁、被熱礫、炭、骨片、礫

P78 弥生土器、礫

P79 弥生土器、礫

SKフ 3 越中瀬戸焼 (水差 し又は建水 )、 近世陶磁 (悟鉢)、 礫 P80 弥生上器 (台付壺 )

SK75 土師器 (椀 )、 土師質土器 (小 皿 )、 越中瀬戸焼、礫 P81 弥生土器 (壺 )、 礫

SK88 礫 P32 弥生土器、礫

SK89 須恵器 ?、 土師器 or土師質土器、越中瀬戸焼 (丸皿 )、 鉄製品 P84 礫

SK96 弥生土器 ?、 須恵器 (杯 )、 青磁 (椀 ?)、 土師質土器、越中瀬戸焼 (丸皿

ひだ皿・ 緑釉椀 ?)、 炭、礫

P37 礫

P33 珠洲焼、柱根石

SK98 弥生土器 (高杯 ) P97 珠洲焼 (壺 ?)、 土師質土器

須恵器 (蓋 ?)、 珠洲焼 (片 口鉢)、 土師質土器 ?、 越中瀬戸焼 (椀 )、 柱根石、礫 P105 弥生土器、越中瀬戸焼 (中 皿 )、 被熱礫、礫

07 弥生土器 (甕・ 壺・ 高杯 )、 須恵器 (甕 )、 筋砥石、被熱礫、礫 Pl19 礫

珠洲焼 (片 口鉢 )、 越中瀬戸焼、礫
P130 漆膜、緑色凝灰岩剣片、メノウ象‖片、礫

11 弥生土器

12 弥生土器 P133 弥生土器、土師質土器 ?、 越中瀬戸焼 (丸皿 。中皿・ 向付 )、 礫
17 弥生土器、須憲器 (甕 )、 越中瀬戸焼 (丸皿・ 婚鉢 )、 柱根石、礫

18 砥 石 P138 弥生土器、越中瀬戸焼 (丸皿 )、 礫

SK120

弥生土器 (甕・ 高杯・ 器台 )、 須恵器 (杯・甕 )、 珠洲焼 (壺 or甕・ 片口

鉢 )、 越前焼 ?、 土師質土器、越中瀬戸焼 (丸皿 。中皿・ 向付・ 椀・ 鉢・

壺・ 播鉢・ 匡鉢・ 匝鉢蓋 )、 伊万里焼 (椀 )、 漆塗椀、板状木製品、棒状本

製品、加工材、竹、炭、ヒスイ勾工未成品、ヒスイ片割品、被熱礫、礫

P139 弥生土器 (甕など)、 砥石

P141 弥生土器

P142 弥生土器、筋砥石、蛇紋岩象1片

SX05 鉄塊、礫

表 2 清水堂南遺跡主要遺構別出土品一覧表

-26-



Ⅳ まとめ

今回の調査で清水堂南遺跡の集落南半部の様相が明らかになってきた。後世の耕作等により削平を

受けているものの、同一遺構面に弥生時代後期～終末期、鎌倉～室町時代、江戸時代の3時期の遺構

が一部切り合いを持つものの存在 している。ここでは、時代ごとにその特徴を掲げておくことにする。

弥生時代の集落

平成 7年度の試掘及び発掘調査で、今回の調査区の南西部に集落の南端を画する大溝あるいは、蛇

行 して流れていた白岩川の旧流路によって形成された谷地形が存在 していた。今回の調査区はその北

側の沖積平野部上

に形成された集落

の西端部に、方形

周溝墓 1基 と円形

周溝墓と考えてい

る円形周溝状遺構

が並立 していた。

方形周溝墓の東

西を区画する溝の

各々の中央部付近

から壺形土器が 1

点ずつ出土 している。東の S D19か ら出土 した壺形土器は、頸部から上を欠いており、表面の摩滅が

著 しく明瞭ではない。所々赤彩の痕が観察される。出土状態は、溝が約10cm程埋まった段階で、頸部

から上を欠いた部位が下になった状態で出土 した。あたかも底部穿孔の壺が据えられていたかを思わ

せる状況を呈 している。溝を掘削 した上を盛 り土 し形成されていた墳丘部上に供えられた土器が、転

落 し、溝内に収まった状況も考えられるが、同溝内や周辺部からは、頸部から上部の接合資料を見出

すことが出来ず、口緑部を欠いた壺形土器を逆位に置いた可能性も考えられる。

一方西の S D20か ら出土 した壺形土器も溝がやや埋まった段階で出土 している。横転 した状態で検出

していた。壺形土器の形態もやや特殊な形態を呈 している。

円形周状溝遺構は、周溝で区画された内部に同時期の柱穴等が確認されず、溝の一旦が途切れる平

面形態を取る。溝も削平を受けてはいるものの、最大幅約 lmを測る、平面形態はやや隅丸方形に近

い歪なものであるが、円形周溝墓の範疇として捉えたい。

県内には、富山市杉谷A遺跡の方形周溝墓と円形周溝墓が並立 して丘陵南東部の平坦面に位置して

いる例がある。今回検出された周溝基は、平野部に立地 しているため、それら平野部の開発に携わっ

た首長の墓と考えられる。

平成 7年度調査の際に、直径1.5～ 2.3mを測る大型円形土坑が19基 まとまって検出されていた。同

様の円形土坑については、貯蔵穴説と墳墓説、水溜説がある。ここで検出された土坑については、立

地条件や、出土遺物、埋土の状況から墓穴ではないかと考えている。一方今回検出された周溝墓 2基

は、それら円形土坑群から西に約70m距離を置いて見つかっている。仮に円形土坑が墓穴だとすると、

円形の墓に葬 られた人と、溝で区画された中に葬 られた人との間に格差の生 じていたことが類推され

よう。周溝墓に葬 られていた人物をこの集落のリーダーである首長と考え、円形土坑には集落の一般

構成員が葬 られていたものと想定 したい。

第24図 弥生時代の遺構図 (S=1/1000)

-27-



平成10年度の調査では、集落の東寄りの地区に大量の弥生土器を包蔵する溝などが検出されている。

このため集落の東側に生活域が所在 し、今回の調査区のある集落の西寄りの地区は墓域という集落構

造が復元できるのではないか。

弥生時代の玉作り

(鹿島)

平成 7年度調査、平成10年度調査に続いて11年度調査でも玉作り関連の遺物が出土 した。清水堂南

遺跡で製作されていた玉はヒスイ 。蛇紋岩製の勾玉、緑色凝灰岩・鉄石英製の管玉が主だったようで

ある。11年度調査区では製作工程を明瞭に示す資料の出土はなかった。

玉作 り資料の出土遺構をみるとP32が圧倒的に多い。その他ではP34、 P130、 P142な どP32周辺の弥

生時代の柱穴状 ピットからの出土が多い。P32・ 38・ 34・ 130・ 142を柱穴とする竪穴式住居が存在 し

た可能性も考えられる。玉作り資料の出土は、紛れ込みによる中 。近世の遺構からの出土も含めて全

て調査区の東半に限られる。調査区東側に玉作 り工房を含む生活域があったことが推察される。 しか

し、中近世の遺構による破壊や後世の全体的な削平によってその全体像を把握することはできなかっ

た。

中世の集落

(安達)

鎌倉時代から室町時代にかけての大溝が 2条検出された。西の溝は、 L字形に区画 した中に丼戸や

方形竪穴状遺構 も検出されており、溝で区画された小規模な集落が形成されていたものと思われる。

平成10年度の調査区では中層として護岸の杭列を伴う溝跡や畑跡の可能性のある畝状遺構群を検出

している。今回の調査区は井戸や竪穴状道構が見つかっているため、この時期には遺跡の西寄りに集

落が形成され、東側は耕作地といった集落

の形態が形成されていたようである。

磁酌

近世の集落

近世の遺構では溝によって区画される屋

敷割が検出された。SD26を はさんだ東側

の屋敷地と西側の屋敷地では規模を変えて

同じような施設が同じような位置に配置さ

れるといった特殊な様相がみてとれる。東

側の屋敷地では大型の竪穴状遺構(S102)、

大型の掘立柱建物 (S B03・ S B04)、 大

型の悟鉢状土坑 (S K120)、 井戸 (石組井

戸を含む)が存在する。西側の屋敷地には

小型の竪穴状遺構 (S101)、 小型の掘立

柱建物 (S B01・ S B02)、 小型の悟鉢状

土坑 (S K45)、 井戸 (全て素掘 り井戸)ん 存ゞ在する。これらの遺構は比較的短期間 (17世紀後半か

ら18世紀前半)に営まれ並立 していたものである。東側は本家的なイエ、西側は分家的なイエとして

二つの屋敷地は密接な関係を保有 していたことが考えられる。調査区には「与三兵衛屋敷」という字

名が残っており関連性が注目される。

遺物の面では、越中瀬戸焼が非常に多く出土 したといえる。特に一般の集落からはほとんど出上 し

ない匝鉢の蓋が多 く出上 したことが注目される。合計で23点出土 した (内 2点が接合 した)。 匝鉢の

蓋は窯道具であり、焼成時に製品を詰めた匝を積み重ねた上に蓋として被せるほか、重ね焼きの際に

一
溝

曜劉
方形堅穴状遺構

H掘 立柱建物

o 井戸

O掴鉢状土坑

第25図 近世の遺構図 (S=1/1000)
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製品の間にはさんで使 う。匡鉢は容器として再利用するために一般集落からもよく出土するが、匡鉢

は利用方法があまり無いためかほとんど出土 しない。

また、中皿や大皿などの大型品で釉薬の発色が良 くない不良品が比較的多 く出土 した。大型の皿自

体一般集落からは出土することが少ない。このような様相は生産地との直接的な関係を示唆する。

清水堂南遺跡のす ぐ南側は白岩川の旧河道であるが、下流側に約850m行 ったところに「船附場」と

いう字名が残っている。白岩川を利用 して上流立山町の越中瀬戸焼の窯場から製品を運び、清水堂南

遺跡周辺を拠点の一つとして、周辺の集落へ供給されたと考えられる。
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方形周溝墓と円形周溝状遺構 (円 形周清墓)西から

方形周溝墓(北から。左右の人の位置から弥生土器が出土)

S D19(南 から)

S D19土層断面
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S D06石鏃出土状況

S D20(西 か ら)

S D20土層断面

(南から)

S K10(北東から)

S D31

S D37土層断面 (A― Aつ

S D37円 形周溝状遺構 (円 形周溝墓) S D37土層断面 (E― EI)
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S D01(】 ヒから)

S101(封ヒから)

S102(南から)

SD 26(南から)

S K120最下部遺物出土状況 (北から)

S K120遺構掘 りの様子レ
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S E15(曲物) 噴砂跡検出状況 (S E19断 ち切り)

S E13(上層 ) S E13(最下層越中瀬戸焼向付出土)

(S E13・ 14・ 15付近 )S E14(石組井戸)
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▲ S K106土層断面

<S E12越中瀬戸焼さや鉢の蓋集中廃棄

▲ S K07上層断面

<S E21遺物出土状況

S K29(柱根石に五輪塔の水輪を転用 したもの) P62越中瀬戸焼出土状況
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